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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

追補 1 のまえがき 1 

 2 

この JIS H 1611 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大3 
臣が JIS H 1611:2020 を改正した内容だけを示すものである。JIS H 1611:2020 は，この追補 1 の内容の改4 
正がされ，JIS H 1611:0000 となる。 5 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 8 

 H 1611：0000 9 
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チタン及びチタン合金－分析方法通則 11 

（追補 1） 12 

Titanium and titanium alloys-General rules for chemical analysis 13 

（Amendment 1） 14 

 15 

JIS H 1611:2020 を，次のように改正する。 16 

箇条 2（引用規格）に，次の規格を追加する。 17 

JIS H 1633 チタン及びチタン合金－ICP 発光分光分析方法－多元素定量方法 18 

箇条 8（各成分の定量方法）の a) を，次の文に置き換える。 19 

a) 次に掲げる規格に規定された化学分析方法 20 

JIS H 1612，JIS H 1613，JIS H 1614［7.（蛍光 X 線分析法）を除く。］，JIS H 1615，JIS H 1616，21 
JIS H 1617，JIS H 1618，JIS H 1619，JIS H 1620，JIS H 1621［6.（蛍光 X 線分析法）を除く。］，JIS 22 
H 1622，JIS H 1623，JIS H 1624，JIS H 1625，JIS H 1626，JIS H 1632-1，JIS H 1632-2，JIS H 1632-23 
3 及び JIS H 1633 24 
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